
平成１６年３月期 第２四半期決算短信（連結）  平成15年10月31日 

 

会 社 名       株式会社 ノ ジ マ 登録銘柄 

コ ー ド 番 号       ７４１９  本社所在都道府県  神奈川県  

本 社 所 在 地       神奈川県相模原市横山一丁目１番１号   

問 合 せ 先       責任者役職名 執行役経理ｸﾞﾙｰﾌﾟ長   

 氏    名 庄司 友彦 ＴＥＬ （042） 753-1422（代表） 

中間決算取締役会開催日 平成－年－月－日   

米国会計基準採用の有無 無   

 

１．15年第2四半期の連結業績（平成15年７月１日～平成15年９月30日） 

（１）連結経営成績                                      （百万円未満切捨） 

 売  上  高 営 業 利 益 経 常 利 益 

           百万円      %       百万円      % 百万円      % 

15年第2四半期 25,104 (16.9  ) 502  (  －  ) 601  ( 272.4 ) 

14年第2四半期 21,475 (  －  ) △2  (  －  ) 161  (  －  ) 

  15年3月期 89,854 (△0.0 ) 8    (  －  ) 1,030   (  －  ) 

 

        

        
中間（当期）純利益 

１株当たり 

中間（当期）純利益 

潜在株式調整後 

１株当たり当期純利益 

          百万円       ％ 円 銭   円    銭 

15年第2四半期 294   ( 279.6) 43 23 －  － 

14年第2四半期 77   (  －  ) 11 77 －  － 

  15年３月期 187   (  －  ) 28 41 －    － 

（注） 1.持分法投資損益 15年９月中間期  － 百万円   14年９月中間期 － 百万円   15年３月期 － 百万円 

２.期中平均株式数(連結) 15年9月中間期 6,819,650株  14年９月中間期6,599,700株 15年３月期6,615,600株 

３．会計処理の方法の変更   無 

４．売上高、営業利益、経常利益、中間（当期）純利益におけるパーセント表示は、対前年中間期増減率 

 

（２）連結財政状態 

             総 資 産 株 主 資 本 株主資本比率 １株当たり株主資本 

           百万円            百万円      ％     円 銭

15年第2四半期 32,733 6,612 20.2 937 72 

14年第2四半期 27,463 5,935 21.6 900 70 

15年３月期 32,521 6,026 18.6 914 86 

（注）期末発行済株式数(連結) 15年９月中間期7,052,050株 14年９月中間期6,590,050株 15年３月期6,587,250株 

 

（３）連結キャッシュフローの状況 

             
営業活動による 

キャッシュフロー 

投資活動による 

キャッシュフロー 

財務活動による 

キャッシュフロー

現金及び現金同等物 

期  末  残  高 

           百万円             百万円 百万円      百万円

15年第2四半期 69 △1,026 891 3,482 

14年第2四半期 △862 △444 △1,125 3,261 

15年３月期 △419 △1,748 21 3,548 

（４）連結範囲及び持分法の適用に関する事項 

        連結子会社数  ５社      持分法適用非連結子会社数 －社  持分法適用関連会社数 －社 

 

（５）連結範囲及び持分法の適用の異動状況 

        連結（新規） １社  （除外） －社    持分法（新規）－社    （除外） －社           

 

２．16年３月期の連結業績予想（平成15年４月１日～平成16年３月31日） 

 売 上 高 経 常 利 益 当 期 純 利 益 

                 百万円                    百万円                    百万円 

通 期 99,000 2,000 850 

 （参考）１株当たり予想当期純利益（通期）   124円63銭 

 

 

－1－ 



－2－ 

 

 

３．第２四半期業績の概況 

   第２四半期につきましても、依然として消費に力強さが感じられない状況の中で、６月中旬にオープンした

新業態店舗「六本木店」のイメージアップ効果、昨年秋以降実施した既存店の改装効果ならびに大型新店効果

と当社の標榜する地域Ｎｏ.１、お買い得Ｎｏ．１の浸透等により、売り上げが順調に伸び、単体では前年同

期比１３．８％の増収となりました。 

  商品別には、エアコンの冷夏による影響が他社比マイルドに収まったこと、パソコン及びＡＶ部門が大きく伸

びたことに因ります。 

  またＥコマース子会社および通信子会社の業績も順調に伸び、連結も前年同期比１６．９％の増収となりまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


